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前号では、「災害関連緊急砂防事業」、通称「災関」の概要をお伝えしましたが、今回お知らせするのは

その「災関」がどこで実施されているかについてです。

「災関」どこでやっている？！ 〈パート１〉

気象の警報が大きく変わっています！

○ 前号でもお伝えしたとおり、県では火災被害のあった「土砂
災害警戒区域」のうち、下流側に避難所などがある箇所で、すぐ
に工事の着工が可能と判断した３箇所で新設堰堤を、２箇所で
既存堰堤の土砂除去と補強を実施することとしました。
○ 今回は全５箇所のうち、既設堰堤の土砂撤去と補強を実施
する「石浜の沢堰堤」と「双元川堰堤」の２箇所の概要をお伝えし
ます。

～おたよりに関するお問い合わせ先～

沿岸広域振興局土木部大船渡土木センター

林野火災対策砂防チーム

【電話】0192-27-9934

【E-mail】BG0005@pref.iwate.jp

携帯 ・スマートフォン

からはこちら
【 次 回 】

「災関事業どこで

やっている？！〈ﾊﾟｰﾄ２〉」

をお送りいたします。

○ 令和８年５月29日から新たな防災気象情報

の運用を開始しています。

○ 河川氾濫、大雨、土砂災害、高潮に関する

情報等は、これまで警戒レベル との対応が複

雑でわかりにくくなっていましたが、今回の改善

により、避難情報の５段階の警戒レベルに対応

し、避難の判断をしやすくなりました。

○ レベル４やレベル３の情報が発表された場

合には、キキクルや河川の水位情報等の情報

を確認して早めの避難を心がけてください。

避難をするのは

この間までに！

空き容量を増やすことができ、発生が懸念される土石流を食い止めます。

【保全対象】
・人家：10戸
・市道：（避難ルート
、迂回路なし）三陸鉄道リアス

線

【保全対象】
・人家：21戸
・市道：（避難ルート
、迂回路なし）

①

②

立木も捕捉でき、今後の土石流に耐えうる健全な施設に生まれ変わります。

石浜の沢砂防

堰堤（既設）

双元川砂防

堰堤（既設）

1998年完成

1961年完成

５つ


